
 

 

 
研究課題名  世代間問題の経済分析：さらなる深化と飛躍 

          

 

一橋大学・経済研究所・特任教授  高 山
たかやま

 憲 之
のりゆき

 

 
 
研 究 分 野：社会科学、経済学 

キ ー ワ ー ド：世代間、衡平性、年金、雇用、医療、介護、子育て、財政赤字、技術革新 

【研究の背景・目的】 
近年、世代間で利害が対立する問題（年金・医

療・雇用・子育て・教育・技術革新・赤字財政・
地球温暖化など）が続出している。人口高齢化が
進んだり人口が減少したりすると、世代間対立は
ますます先鋭化するおそれが大きい。世界の各国
は場当たり的ともいえる対応に追われており、強
大な政治力を有する高齢者に過大な所得再分配が
行われ、それによってもたらされる資源配分上の
悪影響を心配する声も多い。さらに世代間問題は、
それぞれが重層化している側面も少なくない。た
だ、世代間問題をめぐる研究の進展状況は今のと
ころ十分でない。問題の設定そのものが比較的新
しい一方、関連するデータがほとんど蓄積されて
いないからである。 
 本研究では、経済理論を駆使して世代間問題の
本質をえぐりだす一方、「暮らしと健康に関する第
3回パネル調査」（JSTAR）および青壮年層を対象
とする新たな「雇用と子育てに関するパネル調査」
(Longitudinal Survey on Employment and 
Fertility) をはじめとする調査を複数実施し、世
代間問題の内実を的確に把握する。そして世代間
対立を世代間協調に転換するための政策を具体的
に提言することを目的とする。 
 
【研究の方法】 

 個別課題ごとに研究班を編成し、理論的研究と

実態調査に取り組む。さらに、連携研究会を定期

的に開催し、メンバー相互の連携を深めながら、

研究を推進する。 
 
【期待される成果と意義】 
・ 将来世代の可塑性に着目した地球温暖化・代理
懐胎問題の解明 

・ 最低保障年金の具体的設計、所得比例年金の再
構成、非正規労働者への年金適用、年金制度管
理・運営体制の抜本的見直し 

・ 雇用機会をめぐる世代間対立を世代間協調に
転換するための具体的アイデア提示 

・ 有効な高齢者活用策の企画立案 
・ 子供の貧困問題克服のための制度設計 
・ 医療・介護をめぐる公的保険再構成のための具
体案提示 

・ 政治的実現可能性が高い財政再建策の提示 
・ 少子高齢化社会における技術革新誘導制度の
提唱と新たな投票制度の考案 

 

【当該研究課題と関連の深い論文・著書】 
・ Takayama, N. and Werding, M. eds., 

Fertility and Public Policy, MIT Press, forth- 
coming. 

・ Genda, Y., Kondo, A. and Ohta, S., 
“Long-term Effects of a Recession at Labor 
Market Entry in Japan and the United 
States,” Journal of Human Resources, 
forthcoming, 2010 winter. 

・ 高山憲之『年金と子ども手当』岩波書店、2010
年。 

・ Holzmann, R., Robalino, D. and Takayama, 
N. eds., Closing the Coverage Gap: the Role 
of Social Pensions, World Bank, 2009. 

・ Aoki, R. and Spiegel, Y., “Pre-Grant Patent 
Publication and Cumulative Innovation,” 
International Journal of Industrial 
Organization, 27(3), 2009, pp.333-345. 

・ 鈴村興太郎『厚生経済学の基礎——合理的選択
と社会的評価——』岩波書店、2009年。 

・ Bossert, W. and Suzumura, K., “A Charac- 
terization of Consistent Collective Choice 
Rules,” Journal of Economic Theory, 138, 
2008, pp.311-320.  

・ Hara, C., Shinotsuka, T., Suzumura, K. and 
Xu, Y., "Continuity and Egalitarianism in 
the Evaluation of Infinite Utility Streams," 
Social Choice and Welfare, 31, 2008, 
pp.179-191. 

・ Hanaoka, C. and Norton, E.C. “Informal and 
Formal Care for Elderly Persons: How Adult 
Children's Characteristics Affect the Use of 
Formal Care in Japan,” Social Science & 
Medicine, 67(6), 2008, pp. 1002-1008.  

・ Roemer, J. and Suzumura, K. eds., 
Intergerational Equity and Sustainability, 
Amsterdam: Palgrave, 2007, 256p. 

 
【研究期間と研究経費】 
 平成２２年度－２６年度 
 
  ４５９，５００千円 

 
【ホームページ等】 

http://www.ier.hit-u.ac.jp/pie/stage2/Japanese/ 
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【研究の背景・目的】 
地球中心部は、どのような組成であり、どのよ

うな状態であり、温度は何度であろうか？本特別
推進研究「地球惑星中心領域の超高圧物質科学」
では、このような疑問に回答を与えるために地球
核、核マントル境界、マントル深部の構成（図１）
について三つの課題を解明することによって、地
球中心領域の物質科学モデルを確立することを目
的とする。 
第一に

地球核の
温度圧力
を実現し、
圧力スケ
ールを確
立する。現
状では圧
力スケー
ルが地球核を解明するためには、不十分である。
この研究では、核の条件であるマルチメガバール
に及ぶ圧力スケールを確立する。さらに、300GPa
で 3000 K を越える地球の内核の条件を実現する。
第二にスピン転移、磁気転移、構造相転移など地
球・惑星中心部の様々な相転移現象を明らかにす
る。第三に核・下部マントル条件で地球物質の弾
性波速度を測定し、密度と地震波速度を制約する
地球中心部の物質モデルを創出する。 
 
【研究の方法】 
上記の課題をダイヤモンド

アンビル装置（図２）と、世
界をリードする手法を用いて
解明する。すなわち、ブリル
アン散乱法と放射光のＸ線を
併用して MgO や NaCl-B2 相な
どの密度と音速の同時測定を
行い、マルチメガバールに及
ぶ圧力スケールを確立する。
さらに、SPring-8の BL10XUに加えて大阪大学との
研究協力により、ダイヤモンドアンビル面に高温負
荷の小さいパルス加熱とＸ線回折法を用いて、高温
高圧下でのＸ線その場観察実験により地球中心条
件を恒常的に発生し、そこでのＸ線回折を可能にす
る。 
Ｘ線粉末回折、ブリルアン散乱による音速測定に
加えて、SPring-8の BL10XUビームラインに、我が
国独自のエネルギー領域放射光 57Fe メスバウア分
光システムを導入し、世界初のＸ線回折、放射光メ 
 

スバウア併用システム（図３）を構築し、地球中
心部の鉄原子の価数、スピン状態、磁気相転移を
解明する。 

ブリルアン散乱測定とともに、高分解能Ｘ線非
弾性散乱(IXS)を用いて下部マントルと核を構成
する物質の弾性波速度の測定を行う。これによっ
て、地震学の直接観測量である地震波速度と直接
比較対照を可能にする。 
 
【期待される成果と意義】 
 地球中心部の核・核マントル境界・下部マント
ルは地球科学のフロンティアである。本研究によ
って、地球中心部の構成・状態・物質の大循環を、
最重要観測情報である地震波速度と密度の両者に
よる実験的制約が可能になる。そして、複数のＸ
線分光法と回折法の併用によって相転移・融解の
解明、密度・音速の測定にもとづいて、地球中心
領域の物質科学モデルの創出することができる。 

 
【当該研究課題と関連の深い論文・著書】 
 E. Ohtani, Melting relations and the equation 
of state of magmas at high pressure:application 
to geodynamics, Chemical Geology, Vol. 265, No. 
3-4, 279-288, 2009.
 E. Ohtani, D. Andrault, P. D. Asimow, L. 
Stixrude, Y. Wang, Editors, Advances in 
high-pressure mineral physics: From the deep 
mantle to the core, Physics of the Earth and 
Planetary Interiors, 174, Issues 1-4, 2009 
 
【研究期間と研究経費】 
 平成２２年度－２６年度 
 

  ３７１，１００千円 
 
【ホームページ等】 

http://www.ganko.tohoku.ac.jp/bussei/newHP
/busseiHP/tokusuiHP_22-26/index.html 
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